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ＦＴ「４･８」マニアル ２０２４／０５／２９

１ 目次（このページ）

２ 起動、終了、概要
３ オプション設定画面表示例
４ ＪＴＤＸ等からのログデータ自動取込
５ ＦＴ８画面表示例
６ ＢＧＡＬＯＧ連携のためのＪＴＤＸ、ＷＳＪＴ－Ｘ設定例
７ ＪＴＤＸ、ＵＤＰ設定（ＴＣＰからＵＤＰへ変更）
８ ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴ－Ｘ（異なるパソコン間転送、自宅内に2台のＰＣがある場合の設定）
９ ｅＱＳＬ．ＣＣとの連携
10 ＪＴＤＸ(WSJT-X)からのＬＯＧ取込に失敗した場合
11 ＪＴＤＸ、WSJT-XのＬＯＧマージ方法
12 ＪＴＤＸ、WSJT-Xのデータの場所、ＦＴ８カラー等の設定例と表示例（P-21関連）
13 自分のＩＰアドレスを調べる方法
14 デジタルモードの内訳確認（検索後の確認）（バンド別モード別からの検索）
15 デコード時、検索時のＤＸＣＣ内訳確認（デコードデータの内容確認）
16 ＦＴ８を使用するためのデータベースの準備
17 ＪＴＤＸ画面表示例
18 ＪＴＤＸカラー設定例
19 ＪＴＤＸ等のデータ内検索（デコードデータ、ＬＯＧデータ、等々・・）
20 快適に使用するために
21 ＦＴ画面オプション設定
22 オプション画面（ＪＴＤＸ等のデーコードファイル直接検索）
23 デコードデータ簡易検索（メイン画面への取り込み、プリフィックス検索）
24 簡易ヘルプ表示（ＦＴ画面の活用）
25 ＪＴＤＸのカラー設定
26 過去の交信状況（ｆｔ画面説明）
27 ＦＴ画面表示上の注意事項
28 ＦＴデコード取込画面１、２（22年12月、24年05月変更）

データ内容と追従する必要がありそのシーンの画面が取れないことから実際の画面と
一部異なる部分がありますが了承願います。
サブ画面についてはスピードを優先するため2019年からシンプルに変更しました。
ＦＴ８はＦＴ「4･8」に読み替えてください。

左の項目クリックで
そのページへ移動します。

このページへは［目次へ移動］
で戻ります。



② ＦＴ「4･８」マニアル （ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴでのみ取込が出来ます。）

ＢＧＡＬＯＧでは「Ｊアラート」のような橋渡しのソフトは不要です。

ＴＣＰ、ＵＤＰ経由で取り込む内容
・ ＦＴ８でＬＯＧに入力した「コールサイン、ＲＳＴ」＋「検索項目」の取り込
過去の取込データ等の内容から、
①コールサイン、②モード、③ＲＳＴ、④プリフィックス、⑤ＤＸ番号、⑥氏名、⑦住所、⑧ゾーン、⑨ＧＬ、

・ １５秒毎の「デコードデータ」＋「過去の交信状況」＋「カントリー名」＋「ＤＸＣＣ状況」を取り込み
（ＦＴ４は7.5秒）

ＦＴ画面起動（図のいずれかが起動中はテルネットは動作中となります。）

ＦＴ画面終了
ＦＴ画面 ⇒ 「ＦＴ終了」でＦＴ画面を終了します。

または、ＦＴ画面の閉じる「Ｘ」ボタンで終了します。
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③ ＦＴオプション設定画面

過去交信状況表示
：過去の交信状況を「表示⇔非表示」の切替

エンティティ等表示
：エンティティ、プリフィックス共に「表示⇔非表示」の切替
表示内容
：表示の場合のエンティティ⇔プリフィックスの切替

エンティティ

プリフィックス
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5B4AMX（5B、 CYPRUS ）
「Ｑ」＝年間QSO交信済、「Ｔ」＝FT8では交信済未回収、
「－」＝他の周波数で交信済（当該周波数は未交信）
［－Ｄ－］＝「４回交信」その局とは４回交信しており10MHz
のFT8で交信済（ﾃﾞｭｰﾌﾟ）
「：」そのバンドで未交信

目次へ移動
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ＯＫボタンで

自動取込

④ ＬＯＧデータ取込

ＪＴＤＸ等でＱＳＯ成立時に「ＬｏｇＱＳＯ」画面が表示されます。

単に「ＯＫ」ボタンクリックのみ（ＢＧＡＬＯＧ側は未処理）で全ての処理が完了、
または、ワーク欄に取り込まれます。

この時ＮＷ検索分の取り込が遅れるため自動的に２段階処理（オプション）で取り込みます。
１ ポートにデータが送り込まれますとコールサインで検索を実施

（コールサイン、ＲＳＴ、等によりＢＧＡ内部処理分を取込）
２ □ ＝ ４秒間スレッド処理でウエイトをかけた後、ＮＷから遅れて取り込まれた

データを上書き取込（全自動）
レ ＝ ワーク欄にのみに取込：登録ボタンを押す必要があります。（半自動）

⇔ ⑪メインオプション⇒登録内に有ります。

ＪＴＤＸの左の画面のいずれかを選択
赤枠を選択すると右上の確認なく取り込みます。（P-6参照）

目次へ移動
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送信者の

プリフィックスorＥＮＴ

コールサインクリック
メイン画面のコールサイン欄に取り込み＆検索
コールサインであれば左右いずれでもＯＫ
コールサイン以外は検索に失敗します。

ＦＴ画面開始ボタン

終了ボタン

オプション設定

⑤ ＦＴ画面表示例（表示内容、コールサインの取込・検索）

交信状況（年間ＤＸＣＣ）
左側：年間ＤＸＣＣ：デジタルモード and同一バンド

[ｽﾍﾟｰｽ]=未更新、[－]=他周波数でQSO済、[Q]=当該周波数で交信済(ﾃﾞｭｰﾌﾟ)
右側：オール年度、デジタル・バンド別ＤＸＣＣニュー

[R]=LOTW or ｶｰﾄﾞ受領（ｺﾝﾌｧｰﾑ済）、T等=更新済（未受領）、ｽﾍﾟｰｽ=未更新

左側表示部分 右側表示部分（バンド別・デジタルオール年度）

一目判定
●＝バンド別・デジタルニュー、
★＝デュープ（同一モードの同一周波数で交信済）

過去交信回数、 周波数別モード

目次へ移動



⑥ ＪＴＤＸの設定

内部ポートを設定します。（各チェックＯＮ）
ＴＣＰサーバー = １２７．０．０．１ ポート = ５２００１
ＵＤＰサーバー = １２７．０．０．１ ポート = ２３３３
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ＷＳＪＴ－Ｘの設定

内部ポートを設定します。（各チェックＯＮ）
全てＵＤＰを使用し、ＴＣＰサーバーは在りません。
ＵＤＰサーバー = １２７．０．０．１ ポート = ２３３３

設定での注意： ＴＣＰ（標準の52001）、ＵＤＰ共にＢＧＡＬＯＧに合わせてください。
ＵＤＰが２２３７の場合がありますが、全て２３３３に変更してください。

全て「２３３３」に設定

全てアドレスを「１２７．０．０．１」に設定

異なるパソコンへデータを送る場
合は「127.0.0.1」をＢＧＡＬＯＧ
側のパソコンのアドレスに変更し
ます。例「192.***.**.**」
このマニアルP-12を参照してくださ
い。
ポートは「52001 or 2333」のいず
れかになります。

ＴＣＰ接続を選択するとCIｰ5でのコリジョン（データのぶつかり）
が発生する可能性が大です。（JTDX側でエラーが発生）
ＵＤＰ接続をお勧めします。

目次へ移動
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⑦ ＪＴＤＸ、ＵＤＰ設定（ＴＣＰからＵＤＰへ変更）

ＵＤＰ接続をお勧めします。
ＴＣＰ接続にすると何かのトラブルによりエラーが発生した場合
その後の接続がエラーとなり取り込めなくなってしまいます。
ＵＤＰ接続にするとそのエラーを無視して接続状態が維持されます。

他のＰＣへ送信する場合は
127.0.0.1 （自分のＰＣアドレス）⇒接続先のＰＣのアドレス（次例）へ変更してください。
例：サーバー＝192.168.*.* サーバーポート＝2333（固定）

目次へ移動
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⑧ ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴ－Ｘ（異なるパソコン間転送）
（自宅内に2台のＰＣがある場合の設定）

アドレスのみを変更してポートはＢＧＡＬＯＧ側に合わせてください。
ＴＣＰ = １２７．０．０．１ ポート = ５２００１
ＵＤＰ = １２７．０．０．１ ポート = ２３３３

ＪＴＤＸ等のレポーティングフォルダー
を次の様に変更します。

次の様に送り込みたいパソコン（ＢＧＡＬＯＧ側）のアドレスに変更します。
ＴＣＰ =１９２．１６８．＊．＊ ポート =５２００１（お勧めしていません）

ＵＤＰ =１９２．１６８．＊．＊ ポート =２３３３（全てをこれで接続することをお勧）

※ ＪＴＤＸも最近はＵＤＰ接続が可能となりました。（旧はＴＣＰのみ）
ＷＳＪＴは全てＵＤＰで接続します。

相互にアドレスが明確な場合は、いろいろな組み合わせが可能です。

＊ については、送り先側のパソコンのアドレスを記入します。
固定アドレスがあればインターネット経由でも設定可能です。
その場合は、ルーターの設定を行う必要があります。

別にするメリット
ＪＴＤＸ等の部分とＢＧＡＬＯＧが同時に検索を行いますが、
別にすることでＣＰＵの負担の分散が出来ます。

ＬＡＮ

JTDX等の送る側、例：１９２．１６８．１．１

BGALOG側、例：１９２．１６８．１．３

ポート=５２００１
ポート=２３３３

受信は別の
ＰＣ
ＪＴＤＸ等

ＬＯＧは別の
ＰＣ
ＢＧＡＬＯＧ

BGALOG側のアドレスをJTDX等に書き込みますが、BGALOG側のアドレスはP-13で確認してください。

目次へ移動
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⑨ ｅＱＳＬ．ＣＣとの連携

ＥＱＳＬ直接送信を選択

右図の様に「ｅＱＳＬ直接送信」をクリックの都度カレントディレクトリー
のデータを自動的にｅＱＳＬ．ＣＣへアップロードが行われ「ｅ」欄に送信済
記号が書き込まれます。

また、ｅＱＳＬ．ＣＣからは登録済のレポートが帰ってきます。

利用するための環境設定
環境設定の次の場所にｅＱＳＬログインパスワードを登録します。
34000630 eQSLpassword  ***PSW***  
eQSLautoへは右の送信方法選択時に自動登録されます。

ＱＳＯごとの自動送信

目次へ移動
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⑩ ＪＴＤＸ(WSJT-X)からのＬＯＧ取込に失敗した場合

ＢＧＡＬＯＧを未起動等何らかの原因で取込に失敗した場合の措置

１ ＦＩＬＥ

２ Open Log Directory

３ WSJTX_LOG.adi をワード等のツールにより開きます。

４ 該当のデータを見つけてその行全体をコピーします。

５ BGALOGの「ＦＴ取込」ボタンクリック

６ ワーク欄に取り込まれた内容を確認して「登録」をすれば
完了です。

①

②

③

<call:6>DS5USH   ～ <eor> までの全てをコピーする

目次へ移動
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⑪ ＪＴＤＸ、WSJT-XのＬＯＧ作成、

それぞれのソフトを使い分けている場合は、ビフォー確認が出来ませんが、
それをミックスして各ソフトで使用する方法を記載しておきます。

１ ＪＴＤＸ用ログデータ「wsjtx_log.adi」の作成ＦＩＬＥ

２ 途中で自局のＧＬの確認がありますので４桁で入力します。

３ 「wsjtx_log.adi」を各プログラムのディレクトリーにコピーします。

この処理をした場合のメリット

ＱＳＯ済、ＦＴ８でのバンドニュー等が正確になります。
各色により過去の交信状況が明確になります。
（それによりデュープの心配なく無条件で即コール出来る様になり
ます。）

未交信（ピンク）
交信済（カラー無）
ニュー（オレンジ）

ＣＱ（ピンク、未交信）

カラー等は各自の設定により異なります。
次ページ参考（ＪＴＤＸの例）

ＢＧＡＬＯＧに合わせたデータ管理が出来ます。

目次へ移動



CQの例
1オールバンドFTニューカントリー
2未交信局、バンドＦＴニューカントリー
3 未交信局、DXCCニューではない
4 他バンドでQSO済、このバンド未交信
5 QSO済、デュープ（CQ時のみ取消線有り）
ＣＱ以外の例
1オールバンドFTニューカントリー
2バンドＦＴニューカントリー
3オールバンド未交信局
4他バンド交信局、このバンド未交信
5 バンドでQSO済局、ﾃﾞｭｰﾌﾟ（行全体全てのｶﾗｰ無） 12

⑫ ＪＴＤＸ、WSJT-Xのデータの場所

それぞれのソフトは基本的にベースが同一ですので次の場所にあります。
１ 「wsjtx_log.adi」各ソフトのＬＯＧ帳で同一の名前となっています。

このファイルによりデューブを表示しています。
ＢＧＡＬＯＧで作成（P-10）したものを書き込むといずれのプログラムでも共通して
デューブ管理が出来ます。

２ 「 wsjtx.log 」各ソフトのＬＯＧ帳で同一の名前となっています。
このファイルからBGALOGへ取り込まれなかったデータを取り込むことが出来ます。

ＦＴ８カラー等の設定例と表示例（ＪＴＤＸのみ）ＷＳＪＴにはオプションがありません（P-21関連）

カラー等設定例参考

当方の設定サンプルです。

カラー変更
（クリック）⇒

上の様にチェックを入れてカラーを
設定すると右の様にＱＳＯ状況がわ
かります

メッセージ部分のカラー内容

グリーン＝ＦＴ８ＤＸＣＣﾊﾞﾝﾄﾞﾆｭｰ
レッド＝ＱＳＯコールバック
レッド＝デュープ（ＱＳＯ済、取消線）
白＝未交信局
ｵｰﾙﾊﾞﾝﾄﾞﾆｭｰの場合はｸﾞﾘｰﾝ⇒ ｵﾚﾝｼﾞ

ＣＱとその他で異なります。

目次へ移動
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⑬ 自分のＩＰアドレスを調べる方法

それぞれのソフトは基本的にベースが同一ですので次の場
所にあります。

スタートボタンクリックで次の様に実施してください。

１ ＷＩＮＤＯＷシステムツール

２ コマンドプロンプト を起動

３ 「IPCONFIG」と入力後 Enter

４ ＩＰｖ４アドレスを記録します。
（192.***.***.***）*** = 1～３桁です。

    (スパム対策の為データを隠しています。)

※ 送られる側のパソコンのアドレスを調べて
おきます。（ＢＧＡＬＯＧ側のＰＣ）

※ ポート番号は、使用ソフトにより異なります。
Ｐ－６を参照してください。
ＴＣＰ経由は ５２００１
ＵＤＰ経由は全て ２３３３ に設定

（２２３７ は不可）

コマンドプロンプトを選択

左の図はスパム対策の為アドレスの
右半分をカットしています。

このアドレスはルーターから割り振
られます。

ＩＰｖ４アドレスがそのパソコンの
アドレスです。（192.で始まります）

異なるパソコン間の転送は「P-6」
を参照してください。

良くあるＩＰアドレスの例
192.168.24.1、192.168.1.1、
192.168.0.3、
使用するルーターの設定により異な
ります。

目次へ移動
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⑭ デジタルモードの内訳確認（検索後の確認）

デジタルモードの内訳表示

ＤＸＣＣはデジタル１本となり詳細が不明です。
これを明らかにしてデジタルでもモード別に楽しめるようにしました。
デジタルの詳細モードの内訳を表示します。

ＤＩＧＩＴＡＬ Ｍｏｄｅ内訳

左側のデジタル欄の内訳を表示

Ｒ ＝ ＲＴＴＹ
Ｐ ＝ ＰＳＫ
Ｆ ＝ ＦＴ８
他 ＝ その他：ＪＴ６５、ＲＯ、ＯＬ、ＳＳＴＶ

カラーは検索局と交信済の場所です。

目次へ移動

対象局抽出： （ハンドマークが表示されるところすべて）

[ｺｰﾙｻｲﾝ] [ﾊﾞﾝﾄﾞ1.9～50の文字] [DXCC番号] [ｶﾝﾄﾘｰﾘｽﾄ] [T] [R] 
[CW] [FHONE] [DIGTA] 等

文字を（ｼﾝｸﾞﾙ or ﾀﾞﾌﾞﾙ）クリックで該当の局を業務日誌欄に抽出します。
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⑮ (Ａ) デコード時、(Ｂ) 検索時のＤＸＣＣ内訳確認
（①ＤＸＣＣデジタルニュー、②年間ＤＸＣＣニュー、③ＦＴ８のみでのＤＸＣＣニュー）

Ｔ＝交信済
Ｒ＝カード受領済（含むＬＯＴＷ）

スペース＝未交信

Ｎ＝Ｎｅｗ
Ｑ＝ＱＳＯ済

[１４＿ＤＩＧ]（穴埋めニュー）、
－Ｄｉｇ－（モードニュー）、
［２０］（バンドニュー）、
［ＭＩＸ］（ＭＩＸニュー）

(Ａ)デコード時のＤＸＣＣ等
デコート時にＦＴ８での交信状況がいろいろな表示
方法で同時に確認できます。
① ＤＸＣＣデジタルニュー

（[＊]、-*-カッコ等で表示）
② 年間ＤＸＣＣニュー

（N、Q記号で表示）
③ ＦＴ８のみでのＤＸＣＣ

（R、T、ｽﾍﾟｰｽ記号での表示）

(Ｂ)検索時のＤＸＣＣ
検索時にはデジタルモードの内訳が
星取表において確認できます。
ＤＸＣＣはデジタルのみでの管理と
なりますが、ＢＧＡＬＯＧ
では詳細管理ができます。
CU2APを検索時の例です。

②年間ＤＸＣＣニュー
③ＦＴ８のみでのＤＸＣＣニュー）

①ＤＸＣＣデジタルニュー [１４＿ＤＩＧ]（穴埋めニュー）、
－Ｄｉｇ－（モードニュー）、
［２０］（バンドニュー）、
［ＭＩＸ］（ＭＩＸニュー）

★印 =デュープ（同一周波数・モード交信済）

★

★ 過去の交信状況表示は26ページを参照
してください。（変更しています）

目次へ移動
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⑯ ＦＴ８を使用するためのデータベースの準備 ① ⇒ ② ⇒ ③ ⇒ ④ と順にボタンを押すのみです。
（ＦＴ８のデコード機能を使用するにはデータベースの交信が必要ですので必ず次を実施してください。）

① 全データ（全項目）完全削除 ※ 事前に「 C:¥BGALOG¥BGADXCCLIST.TXT 」が存在することを確認しておいてください。

現在の年間ＤＸＣＣリストを全て削除します。

② 「ＢＧＡＤＸＣＣＬＩＳＴ．ＴＸＴ」でリスト更新（初期化）
テキストファイル（ BGADXCCLIST.TXT ）から年間ＤＸＣＣリストを新規に作成します。

③ ＦＴ８リフレッシュ
ＦＴ８の交信状況を業務日誌より抽出して登録します。

④ 年間ＤＸＣＣ（再構築）
今年の業務日誌より年間ＤＸＣＣリストを全て再構築します。

年間ＤＸＣＣ管理

通年ＦＴ８専用ＤＸＣＣ管理（年間ではありません）

③④については今後適宜実施
業務日誌の登録誤り等が発生して不一致と
なった場合に適宜実施してください。
自動的に登録業務日誌に基づき整合させま
す。

①
②

③

④

FT8、ｴﾝﾃｨﾃｨ画
面切替

目次へ移動
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⑰ 画面表示例

双方のフォントの大きさを合わせておく必要がありま
す。

サブ画面との並べ方例
サブ画面をこのように左側に並列に並
べるとニューの状態やデュープなどが
相互にわかり便利です。

＊ アスタリスク
メイン画面での検索局を表示しています。

表示内のコールサインをクリックすると自動
でコールサイン欄に登録され、その局の先頭
に表示されます。

レ 表示したいカントリー
表示内のカントリーを次の方法によりクリッ
クすると自動で登録されそのカントリーに
チェックマークがつきます。（直接記入も可）

登録 ＝

＝ 登録削除（ﾘﾌﾚｯｼｭ）

目次へ移動
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１８カラー設定表示例
（2018/12/06現在の設定）

最近では次の様に変更しています。

ニュー系（グリーン系）
ＤＸＣＣニュー（グリーン）
バンドニュー（薄緑）

ＣＱ系（ピンク系）
未交信局（ピンク）
他バンドで交信局（薄紫）

デュープ（黄色）
ＣＱの場合は取消線がありますが、
ＣＱ以外の場合にわかりにくいので
黄色を濃くしました。

目次へ移動
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⑲ ＪＴＤＸ等のデータ内検索（デコードデータ、ＬＯＧデータ、等々・・）
（ＪＴＤＸのデコードデータ内を検索する方法の例）

１ 検索するプログラム選択
ＪＴＤＸの場合はチェックを外します。

２ 検索対象ファイル選択
Ｗクリックすると検索欄に選択したテキストが表示されます。

３ 検索文字入力後、リターンキー
結果がメッセージに表示されます。
表示内容が多くて確認しにくい場合は「検索画面へコピー」を実施
で検索画面にコピーされます。

※ 当方の使用例
ＦＴ8のデータは15秒ごとにスクロールされます。
そのため、再確認が難しい状況にあり、後から目的の局
などを再確認をしたい場合等に活用してください。

このほかにもメイン画面の「⑩ファイル内容確認」内にも同様の機能があります。

（ＪＴＤＸのデコードデータ内を検索する方法の例）
すぐ上のテルネット検索内に表示されている内容であ
れば、同様の方法で各種ファイル検索が可能です。

①
②
③

目次へ移動
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⑳ 快適に使用するために

ＪＴＤＸ等を長時間使用時のレスポンス低下対策

これはＪＴＤＸ等のデコードデータがファイルに蓄積されたまってしまうことにあります。

次を実施すると軽くなります。

１ ＪＴＤＸの直近取込データを削除

ＪＴＤＸの「ＥＲＡＳＥ」ボタンでたまっているデコードデータを削除
長時間連続使用するとかなりストレスがたまります。

２ ＡＬＬ．ＴＸＴの削除（作成しないように設定することを推奨）
ＦＩＬＥ ⇒ オープンログディレクトリー ⇒ 全てのＡＬＬ．ＴＸＴを削除
これは過去のデコードされたすべてのデータが保存されています。
年．月．ＡＬＬ．ＴＸＴ（例： ALL.TXT 、201901_ALL.TXT）のファイルは単に
ディスクのごみとなるのみですので削除します。
これは、他のシステムででコードデータを使用できるように排出しているものですが、
ＢＧＡＬＯＧはＵＤＦで直接取得しますので使用しないために不要なファイルです。
次の様に大量のデータが書き込まれています。（80万件が登録されていました。）
各ソフトで停止設定ができます。

３ 余分なデータ保存を行わない
次の場所を「Ｎｏｎｅ」に設定し不要な書き込みタイムと不要なごみファイルをなくします。

４ ＢＧＡＬＯＧ側
最大100行以上のデータは削除しますので不要であり、気分の問題ですが実施してみてください。
「再」でリフレッシュ、
「ＦＴ終了⇒開始」取込表示がおかしい場合はこれも実施してみてください。

※ ＪＴＤＸ等側でストレスがたまるとＢＧＡＬＯＧ側での表示がばらばらともたつきが出て極端に処理が遅れだします。

④

③

②

①

目次へ移動
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㉑ ＦＴ画面オプション
画面設定

未登録チェック
ＪＴＤＸ等からＢＧＡＬＯＧへの登録漏れ未登録のデータをチェックします。
右のチェックボタンでチェック場所を選択します。

ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴ－Ｘデータ統合
① ＢＧＡＬＯＧから双方のデータを作成します。
③ 作成したデータを②の場所へ書き込みます。

注意：エラー等でうまくいかない場合
①作成後にBGALOGフォルダー内に［wsjtx.log］が
作成されますのでこれを「JTDX、WSJJT」の使用
しているフォルダーに上書きすることで完了です。
上書後はBGALOGフォルダー内の［wsjtx.log］は
削除しておいてください。（③後は自動で削除）

ＬＯＴＷチェック
ＬＯＴＷ登録局を表示します。
デコード１局取込ごとに「lotw-
user-activity.csv (約133)千件」か
ら検索しますのでＣＰＵ負荷が
かかります。

フォント設定
ＪＴＤＸ等と同じに設定すれば
横並びで比較ができます。

デコードデータ検索（次ページ）
ＡＬＬ．ＴＥＸＴ等のファイルから直接検索を行い上の検索欄へ表示します。
① 検索場所を選択して検索欄へ取り込みます。

表示されていない場所は「検索対象ファイル選択」で選択します。
② 検索文字を入力してエンターキーで検索ができます。

過去交信状況
過去の交信内容の表示の有無を選択します。

エンティティ表示
プリフィックスとエンティティの表示を切り替えます。

タイム区切りのラインの表示
デコードごとの区切りラインを選択します。

ＦＴ画面自動起動
テルネット画面表紙時にＦＴ画面を同時
に起動します。

ＦＴ画面位置表示初期化
メイン画面の左上に表示をリセットしま
す。

ＵＤＰデータのソース表示
ＵＤＰ経由でポートに送られてくる未加
工（生）のデータをそのまま表示します。
送られてくるフォーマットをチェックす
るためのものです。
※ ＦＴデータが正しくない場合にここ

にチェックを入れて表示確認します。

目次へ移動
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㉒オプション画面（ＪＴＤＸ等のデーコードファイル直接検索）
ＢＧＡＬＯＧから直接ＪＴＤＸ等の「*****ALL.TXT」等を検索しメッセージ欄へ
表示ます。（特定局のコールしている周波数などを一覧で確認できます。）

手順
① 検索対象場所を選択
② ①に表示されていない場合

検索対象ファイル選択（すでに検索対象場所に表示されている場合は操作不要）

③ 検索文字列をＪＴＤＸ等からコピー（コピー例：OD5ZZ RR73）
自局の内容を知りたい場合は自局コールサインを記入

④ メッセージ欄に表示されます。

※ ③の検索文字はＷＳＪＴ等の画面等の文字をコピー、or直接書き込み後に
「エンターキーを押してください。」

準備①

デコードデータを出力

②
①
③

④

注意
ＯＮにするとすべてのデコードデータをディスクに書
き込むためディスク容量が増え、書込のためのＣＰＵ
負荷が増えます。

②クリック画面
検索したい画面をクリックし開きます。
（この画面からも削除が可能です。）

初期表示画面
テキストファイルとＡＤＩＦファイルのみ表示します。

ファイルの削除（推奨）

全てのデコードデータを保存すると相当
量のデータが「*****ALL.TXT」に書き込
まれシステムの負荷が大きくなりますの
で定期的に削除することをお勧めします。

ＪＴＤＸ＝月単位で作成されます。
ＷＳＪＴ－Ｘ＝「ALL.TXT」

説明の画面

目次へ移動
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㉓ デコードデータ簡易検索

「コールサイン、プリフィックス検索」の内容抽出［＊］対象データをアスタリスク表示

コールサイン検索範囲 プリフィックス検索範囲

メッセージ欄の
コールサインクリック
（左右のいずれもＯＫ）

取込後、
アスタリスクが表示

取
込

＝ＰＲＥ検索文字欄へ登録
直接の書き込みもＯＫ

[ｽﾍﾟｰｽ]＝年間ＱＳＯ未更新
[-]＝年間ＱＳＯ

過去ＱＳＯは下図の様に表示変更（P-26参照）

Ｆの記号はモードの先頭記号で同一周波数で
複数交信の場合は、最新の更新を表示

目次へ移動
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㉔ 簡易ヘルプ表示（ＦＴ８画面の活用）

この部分にマウスを当てると表示されます。

＊：メイン画面のコールサイン欄の局
レ： 欄に表示の局名（or ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ）、登録方法：[Ctrl]＋表示局名（orﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ）クリック

（局名の場合は行内のすべての場所、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽの場合はﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽの位置から検索）

左側：Ｑ：今年この周波数のいずれかのモードで交信済（ｽﾍﾟｰｽ＝未更新、－：他のバンドで交信済）
右側：Ｒ：今年ＦＴ８でこの周波数で交信済（ｽﾍﾟｰｽ＝未更新）

ＦＴオプション画面内で設定

タイムライン：「分：秒」、「BGALOGのワーク欄周波数（Mhz）」

左側：検索中の局表示時に表示（優先順位は上位の位置）
Ｍ：自局の名前が表示されると表示します。
＊：メイン画面のコールサインが表示
レ：「ＰＲＥ、局 抽出」欄に記入された局名orプリフィックスが表示

右側：
＄：モードにかかわらずそのバンドで年間ニューを表示（※下記のＱＲ欄を参照）

⇐ このようにＪＴＤＸ等と横並びでカラー設定と合わせて検索等
が楽になります。

右のカラー設定の参考を ⇒
次ページに添付しておきます。

目次へ移動
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㉕ ＪＴＤＸのカラー設定（参考）

ＢＧＡＬＯＧと横並びで表示して
楽しんでいます。

このページを好みに応じて設定してくだ
さい。

目次へ移動
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㉖ 過去の交信状況等
ＦＴ画面説明

表示周波数＆ポジション
==＊== 左から160m ⇒ 6m

： 未交信 文字・ボタン等でヘルプ
マウス通過でヘルプ表示

Ｆ モードの先頭文字
（C：CW、S：SSB、R：RTTY、F：FT8等）

（交信回数）カッコ内

－Ｄ－
デュープ

バンド等ニュー（例：６ｍのバンドニュー）
==＊（アスタリスクの位置）
バンドごとの交信周波数
（最終交信モード）
左から160m～6m、

144MHz～
（枠外表示）

交信周波数

ＬＯＴＷ情報
（オプション）

プリフィックス

ＬＯＴＷ情報
（オプション）

プリフィックス

目次へ移動
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メイン画面とプリフィックスの優先順位
メイン画面での選択が優先されます。

デュープとニュー
その局とのバンドモードの交信内容を優先し［-D-］とします。

交信回数と表示
（回数）はすべての更新回数を示し、同一周波数で重複した場合は、
初回の［C］は非表示となり、最終更新のモードが表示されます。

Ｑ・Ｒ表示（年間ＱＳＯ）
左側：Ｑ・－・ｽﾍﾟｰｽ：ＤＸＣＣ

ｽﾍﾟｰｽ そのカントリーとは当該年未交信
－ そのバンド未交信他のバンドで交信済
Ｑ そのバンドで交信済

右側：R・ｽﾍﾟｰｽ：ＦＴモードでの年間ＭＩＸ更新状況
ｽﾍﾟｰｽ そのカントリーとは当該年未交信
Ｒ ＦＴ（8･4）で交信済

㉗ ＦＴ画面表示上の注意事項

表示場所の制限から次の様に設定しています。

目次へ移動
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ＦＴデコード取込画面－１

★ 説明を表示
ヘルプ表示にマウスを合わせる
その他は各ボタン等にマウスを合わせる

★ 先頭の検索状況記号の意味

記号 左から4バイト
（4バイト超えの場合は4バイトまで表示）

C ： クラブログ登録局（自動表示）
P ： ペディション登録局（自動表示）
W ： ウォンテット登録局
< ： ウォンテット登録局が呼ばれている
# ： ウォンテットカントリー登録局
M ： 自局のコールサイン表示
* ： メイン画面コールサイン欄記載局
ﾚ ： ［局 or 登録ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ］登録
$ ： 年間ニューでバンド未交信局
L ： ＬＯＴＷ登録局(オプション表示)

★ 最前面に表示
にチェックを入れると最前面に表示

★ 表示内容の消去
をクリック
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ＦＴデコード取込画面－２

★ 複数のウォンテット局を登録し表示の都度確認する
半角のｽﾍﾟｰｽ区切りで登録

★ 珍カントリーや集中的に交信したいカントリーを表示
半角のｽﾍﾟｰｽ区切りでＤＸＣＣリストのカントリーを
登録

★ 簡単「登録・削除」
メインの［コールサイン］［プリフィックス］を登録
登録：Ａボタン
削除：Ｄボタン

★ メインの検索局の「表示・削除」
メインのコールサイン検索局を表示
その局が見えると記号欄に［＊］で表示
コールサイン状態をクリックすると削除

★ マニアル表示

を表示

★ RR73検索（ＪＴＤＸの［YYYYMM_ALL.TXT］からの検索）

↑表示件数を50件までとします。
RR73等の記載の有る行を検索します。

次ページへ続く

目次へ移動
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★ RR73検索（ＪＴＤＸの［YYYYMM_ALL.TXT］からの検索）
使用するにはＪＴＤＸ等のＡＬＬ．ＴＸＴへのレコーディングを次の様にいずれかを選択しておく必要が有ります。

結果の例（ＲＲ７３のみを抽出します。）

何れかにチェックを入れる
必要が有ります。
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